








































要約 

HTLV-1 感染の診断検査法の標準化、あるいは診断基準の設定を最終目的として、その科学

的根拠となりうる情報を収集するために、(1)現在全国各地で実施されている抗体検査の方

法や診断方式の実態、診断が困難な検査結果の事例等についてアンケート調査を行った。

全国の研究班員の積極的な協力参加によって、39 機関から回答を得ることができた。(2)13

機関から 71検体の"問題となる検体"の提供を受けた。さらに鹿児島大学から 90検体が提

供された。(3)予研において収集されている HTLV-1 抗体検査法比較試験用パネル血清につ

いて各種検査法による検査を実施した。 

本報告ではアンケート調査によって得られた情報の解析結果について述べると共に、予研

パネル血清について現時点における抗体検査法を比較した成績を中心に、さらにアンケー

ト調査にもとづいて提供された検体の成績とあわせて確認診断法の問題点を明らかにし、

血清学的診断法の基準について検討した結果を報告する。 


